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修士論文の形式は、A4 版横書き、余白は上 35mm、右 30mm、左 30mm、下 30mm とする。 
フッタは、下から 18mm とする。 
 

１）表紙 
「研究科名」 MS ゴシック 16 ポイント 
「修士論文」  MS ゴシック 16 ポイント 
「博士論文」  MS ゴシック 16 ポイント 
「論文題目」  MS ゴシック 18 ポイント（英文の場合は Arial 18 ポイント） 
「年月（西暦）」 MS ゴシック 16 ポイント 
「氏 名」 MS ゴシック 18 ポイント 
  ※ 文字の配置は 別紙１ を参照 

２）本文 
行数は 30 行（字数は適切なもの）、文字の大きさは 12 ポイント、字種は見出しを MS ゴシック

（英文の場合は Arial）、本文は MS明朝（英文の場合は Times New Roman もしくは Century）と

する。 

３）論文の体裁 
目次、要約（最下段にキーワードを書き入れる）、緒言、研究方法、結果、考察、文献、謝辞、

資料の順に記載することとする。 

４）頁（ページ）の記載 
頁は、要約から文献欄の最終頁まで、－1－ －2－ －n－のようにつける。資料には、本文と

区別し、－i－ －ii－ －n－の頁番号をつける。記入場所はフッタの中央とする。 

５）作成上の注意点 
要約は 400 字～800 字程度とする。また、3～5 語のキーワードを要約の下段に記載する。 
見出しは、Ⅰ． １． 1） (1)  ① の順序とする。 

６）図表と資料の添付 
図表および資料は、白紙（本文と同質）を用いて作成し、それぞれに一連番号を付し、また、そ

れらの内容を示す標題（図は下、表は上）をつける。表の大きさは、最大Ａ4 サイズまでとす

る。図表は、文中の適切な箇所に挿入する。 
資料は、最後尾にまとめ、一連の番号を付して添付する。 

７）文献 
・ 引用文献は、本文中では引用する箇所の右肩にアラビア数字で上付きの通し番号（1，2,3，

1,6-9 など）をつけ、文献欄に引用順に一括掲載する。番号は文献ごとに付け、1 つの番号に

複数の文献を引用しない。本文中に著者名を引用する場合は、混乱の起こらない限り姓のみ

とする。 
・ 私信、未発表結果、投稿中の論文、新聞記事、パンフレット、単なる報告書などは文献欄に

入れず、本文中に括弧に入れて引用する。 
・ 文献欄における引用文献の雑誌名等は略称で表記する。略称は、http://www.issn.org/2-

22661-LTWA-online.php に従うが、略記形が不明の場合は、完全誌名を記載する。 



・ 文献欄における著者名は著者全員を記載する。 
・ 文献タイトルや雑誌名等の中の英数字およびカッコは、実際にタイトル内で使用されている

表記を使用する。 
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